
 

 

 

 

「第三者評価に参加して～事業者からのコメント～」 

 学校法人神理学園たんぽぽ保育園 

たんぽぽ保育園は今年度で開園4年目となり、園としての方向性が確立し

てきました。今回、客観的な視点で評価して頂く事で様々な見直しができる

のではという思いで第三者評価に参加することにしました。 

参加にあたって様々な分野の見直しをしていくうち、今までしっかりと出

来ていると思っていた事でも確認の記録がなかったり、地域との繋がり方が

弱い事に気づかされたりしました。 

2年前よりアートディレクターを配置し様々なアート活動に取り組むと共

に、今年度からは音楽リーダーを中心にしたわらべ歌遊びの充実やリズム遊

び・職員と園児との演奏会などを多く取り入れています。このような独自性

を大切にしてきてはいるものの、今一つ計画の中にはそれが見えてきていな

い事や、指導案についても、もう少し工夫を要するべきだという事もわかり

ました。 

第三者評価を経て、今後の課題が明確になりました。 

当園は職員の離職率が低く、そこが強みでもあり共通理解ができやすい環

境が整っています。今回の評価を頂き、職員はさらなる保育の向上に意欲を

見せています。 

保育指針に準拠し、たんぽぽ保育園の独自性を明確にしていく上で、職

員・保護者・地域とのつながりをしっかりと持って、常にアップデートして

いく保育園として努力をしていきたいと思っています。 


